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01 年 時 での、障害者雇用 の は 体では 0 となる中、 業 1 000 の大企業で

は と 雇用 を って り、また 00 1 000 の企業も と同 く 0 となっています。

つまり、大企業では障害者雇用は に って り 雇用 の にともない、何かしら雇用対

は実 されていると れます。その中で、さらに、 雇用 の が まれている現 としては、

今 、中小企業に対して障害者雇用 が され、雇用対 が されていくことが予測されます。 

また、 ーワークからの 者 を障害 別 とに てみると で、 体は 増加してい

るのに対し、身体障害者は0 、知的障害者は 、精神障害者は の増加となって り、精神障

害者の増加が しくなっています。 

 

さて、1 年 ど前、 企業の の社 った私に、ある りかかってきた は、障害者雇

用を めるようにというものでした。 

当時は、 も も からない中、とにかく たすら障害者の を 用し働いてもらうことを考え、実

していく でした。 支援機 から いた き、 障害者でもできる を り す 、 業 を

して、 の 者社 の を の障害者の に み えていく そして、 に している

業 を障害者で 化する ことを めていきました。その 、特 会社に して、さらに く障害

者雇用に り、会社 体では 化できま んでしたが、 社からはＣＳＲの から高い を受けて

障害者の 雇用を実現しました。しかし、同時に 合理性を考えると、障害者雇用はいつか に

するのではないか と も ていました。 

障害者にできる を り す 、 障害者の を り すために、 に した を 化して

いく 、 付加 を生まない でも、障害者雇用のために業 を り す 、この り しで、 の障

害のある と に働く 社会を することができるのでしょうか。多様性を かした働き を

できるのでしょうか。 
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さらに、実 このような 業 の り しは 間 業 の多い大企業にしか実現できない り

なのではないでしょうか。この を し めていくと、障害者雇用は、 的 に のある大企業

けが めることができ、そして であれ 障害者雇用を する での 的な支えである雇用

も大企業にしか らないことになります。 

 

の障害者雇用 を企業の大小に ら に考えた場合、何か に はないの うかと考え、

そのときに 会ったのが、 らの ーと を る精神障害者 の でした。 

 精神障害者の は く しにくいものですが、 を んでいる中で を した 、

者として教育を受け、 らの に夢を つ中で 中から 障害に いた 、障害があること

で生きにくさを つつも、 分の を に考えてきた 、みなそれ れに、 らの夢 望、

つまり から える でなく、 分が生きていく中でこうありたいという 望む働き といった

的な の 望を っていました。 

 実 、障害者雇用で精神障害者を雇用する トは、いくつかありますが、 の トは 業

の り しに がかからない ことです。 

精神障害者の中には、障害者同 の で障害者のために り された 業 を たすらこなすこと

を 望する ももち ん します。しかし、それ に多いのが 分らしく働きたい 、 配慮がない

と働きにくいのは 実 が、 性を生かして働きたい 、 分の 働に対する 当な対 を たい、

から を る会社で働きたい 、このような 望を る は く ど多いのです。 

そうなると、間 業 が なく、 障害者のための を りにくいと れている中小企業こそ、精

神障害者を を う として雇用できる ン が多く するのです。その ン を

かすには、もち ん ングの 性 用 の 雇用の い支援は ではありますが、実

多様な を った精神障害者の を雇用し、意 な でうまくいっている中小企業は多く します。

そこで、その をいくつか しながら、 の時代の障害者雇用を したいと います。 

 

 そして、さらに私は 年前から ら も 障害者の保護者 となりました。 が生まれながらの知的

障害の ン であり、今 を通 て 大 になる障害者 をい い な で ているとこ です。 

 、 障害 、 グレー ーン 、 という が 的になるにつれ、 に ・ を
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受ける保護者は確実に増え、特別支援学校、特別支援学級などに通う児童生徒も増加傾向にあります。 

つまり個別の障害特性に対する配慮を受け、何らかのトレーニングを細かく受けてきた世代が、次世代

の障害者雇用の対象者となるのです。 

 また、特別支援教育できめ細かい支援を望むのと同時に、今保護者の間ではインクルーシブ教育に対す

る意識も高まっています。誰も分けない、差別しない、合理的配慮を受けて、その障害特性と付き合い、

多様性を認められながら学生時代を送ることが当たり前であるという教育を受けてきた若者が、あと 10

年もすると障害者雇用の枠で働くようになります。 

 その場合、どのような変化が起きてくるのでしょうか。 

ディーセント・ワークの実現はまさに障害者雇用の現場から起きていくのではないでしょうか。 

大企業から中小企業、身体・知的障害者から精神障害者へ雇用がシフトしていくと予測される中、次世

代の障害のある若者はどんな夢を描いて社会に参画してくるのでしょうか。それに私たち社会はどのよう

に向きあっていくべきなのかをみなさまと考えていく機会にしたいと考えています。 
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